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D-65 ループスアンチコアグラント定性、ループスアンチコアグラント定量

（習慣流産） 

 

《令和元年 8 月 29 日新規》  

 

○ 取扱い 

 原則として、「抗リン脂質抗体症候群」の病名がない場合であっても、

「習慣流産」に対するループスアンチコアグラント定性、ループスアンチ

コアグラント定量は認められる。 

 

○ 取扱いの根拠 

 習慣流産の原因となる母体疾患として、「抗リン脂質抗体症候群」を持

っている可能性が高いと考えられる。抗リン脂質抗体は、流産との関連性

が大きく、不育症の重要な要因でもあるため、これらの母体疾患の有無を

検討し、異常があれば治療を加えることで流産を予防することが可能であ

る。 

 

 


